ウイグル文契約文書研究補説四題 by マツイ, ダイ et al.
Title ウイグル文契約文書研究補説四題
Author(s) 松井, 太














世俗文書類のうち,こ れまで最も多 くの研究が蓄積 されてきたのは契約文書で
ある.特 に1960年代以降,山 田信夫による資料の再発見 と歴史学的分析により
ウイグル文契約文書研究は大 きく進展 した.1993年に刊行 された『ウイグル文
契約文書集成』(以下,SUKと略)は,第1巻 に山田のウイグル文書関係の研究
業績を集成 し,第2巻 では山田の共同研究者であった編者4氏(小 田壽典 ・P.
Zieme・梅村坦 ・森安孝夫)による合計121件の契約文書の校訂テキス トを提示
した.こ のSUKの校訂テキス トは,そ れまでの約1世 紀にわたるウイグル文
契約文書研究の蓄積を集大成するものといえ,ウ イグル文書研究者に解読研究
上の重要な基礎 ・指針 を提供 した.SUK刊行後のこの10余年間に,既 公刊文
書 ・新発現文書を問わずウイグル語世俗文書類を扱った多数の研究は,いずれ
もSUKから大 きな恩恵を受けているといってよい.
ただし,SUKの校訂テキス トには,未 だ充分に解読 ・解釈 されていない術語












ることを目的 として,SUK所収ウイグル契の再校訂 ・追補 さらには新発現 ・新
公開文書 との関係などの諸問題を検討するものである.
1.yanutbitig・・yantutbitigr領収 証,受 領 証 」
SUKMi18およびMi23にはyanutbitig・・Jyantutbitigとい う術 語が在証(attest)
され る.以 下,SUKに 若干の修正 を加 えた和訳 を掲 げる.
SUK:Mi18(U5251=USp5;Odal996,p.61)
①蛇年正 月二十四 日に.私 バ ラク とウマルの②2人 はタシクの もと(=責任)
くの
にあ る半椴子 と半絹布 を③トゥリか ら受 け取 ったが,母 証文(6gbitig)が無
くな った ので,④保持 し続 け るべ き再発行証 文(yanudbitig)を私達 は与 え
た.の ち に(母)証文が 咄 て きて も無 効(vuこung)とな り,通 用 させ てはな
らない.立 会人 トルチ,⑥立会人 ビュル リュ グ=カヤ.こ のニシ ャン印は私
たちバ ラクとウマ ル2人 の⑦ものであ る.私 キ ンコ ドゥが2人[に]詳 しく
口述 させ て書 いた.
SUKMi23(U5248=ETHV,p.28,[157/8])
①馬年戒月(=第 十二 月)初(旬 の)十 日に.私 オ[グ リュン]チ=②カヤはヴ
くヨラ
ルハルダスに返還証文(yanσutbiφg)を与える.③このブ ドウ園が4年 間の
満期 に達 したので④(あの)37棉布を手渡しで受け取 り⑤ブ ドウ園を私は返
くの
還す る.こ の棉布 は1匹 ものの⑥棉布で ある.立 会人 タブ ミシュ,立 会 人キ
ジギ ン(?).このニシャ ン印 は,⑦私 オグリュンチ=カ ヤ〈の もの〉であ る。私
ア ダナの が(本 証文 を)書 い た.
(2)本 処 の 「鍛 子(tavar)」を,SUKはUSpに 従 っ て 「皮 革(tah(ni))」と転 写 す るが,訂
正 す べ き.ほ ぼ同 じ字形 のtavar=T'V'RがMi1911にみ え る.
(3)Vn【arda孝くSkt.Vih㎞d盗sa.原文 書 を実 見 して も この 人 名 の字 綴 は 不 明 瞭 で,SUK
は 疑 問符 付 きで イ ギ ダ ン(Yiγidan)とす るが,あ え て 別 案 を 提 示 して お く.
(4)原 語 のikibaγ一1iqは,山田以 来 の 「2端(=1匹)も の 」で は な く,「1匹 もの 」と
解 釈 され る べ きで あ る[松 井1997,pp.104-105].
(28)
ウイ グル語yanutr-yantutの原義 は"somethinggiveninretUrnfororinplaceof"
[ED,p.946]であ り,bitigは周知 のように「文書;証 文,証 書,書 き付 け;書 簡」
を意 味す る.こ の両語 か らな るyantUtbitigは,ウイグル語訳 『玄突伝』で漢文
原典 の 「報 書;答 書」の訳語 とされた例が ある[Gabain1938,p.377;HtVII,pp.
16,161].しか し,上 掲のSUK所 収契約文書 の文脈 には「返書,報 書,答 書 」と
い う訳語 は整 合せず,文 書の機能 ・性格 を勘案す る必要 がある.
くら　
まずMi18は,タ シク とい う人物の負債 を トゥリとい う人物が弁済 した際,
債権者か ら債務者側 にyanud(一yanut)bitigが与 えられた という.こ のyanutbitig
は,明 らか に本Mi18文 書 その もの をさ してい る.本 文書 を初 めて公刊 した
Radloffは,このyanutbitigとい う術 語 に 「領収証(Empfangsschein)」とい う訳
を与 えた[USp,p.5].っいでCaferoきlu[1934,p.29】は,文 書 の文脈 を考慮 し
て,yanutbitigを「無 くなった本 来の証書 にかわって新 た に与 え られる代用の
領収証(kaybolanhakikiseneteyeimemUceddedenverilenmukabilmakbuza)」と説
明 し,yanutの語 その もの を 「補 欠,代 用(ivaz,mukabiD」と解釈 した.こ れ に
対 し,Aratはyanutbitigを「一時 的返還 の文書(muvakkatiadevesikasi)」と解釈
したが[ETHV,p.28],ClausonはCaferoglu説を敷術す る形 で"aduplicatedocu-
ment(oftheoriginalreceipt)"すな わち 「(領収証原本 の)副 本」とみな した[ED,
p.946】.Clarkは,これ ら先学 の諸説 を的確 に批判 しつつ,yanutbitlgにつ い
てはClauson説を支持 して 「副本」と解釈 してい る[IUCD,pp.235-238].・
ところで,こ のMi18文書 にみえ る6gbitig「母証文」とい う術語 は,消 費 貸
借 や返済 義務 に関係す る契約 の原本(Haupt-Kontrakt)を意味 す る.こ の語 は
Lo19v2,MiO634,MiO77にも在証 され,長 ら く6ngbitig「以前の証文」と誤読 され
ていたが[ED,p,167;IUCD,pp.232-235;Sertkayal991,pp.122-123,131],山田
信 夫の遺稿 に依拠す るSUK編 者 によ り訂正 された[Oda1996,pp.57-58].この
(5)こ れ は,SUKMil9で カ ラ ン税(qalan)に堪iえか ね て 逃 亡 す る タ シ クが トゥ リ に そ
の 負債 の代 済 を委 任 した こ と と関 係 す る 可 能 性 が 高 い[Odal996,p.62;cf松井2004c,
pp.23-24】.ただ しMil9にみ え る タ シ ク の 債 権 者 名 は,Mil8と は共 通 しな い.
(29)
うちLol9・2の例 は,穀物消費貸借契の裏面で当該文書 を「イゲ ドミシュ[=借
く　ラ
主]の 母証 文(6gbitigi)」と定義 してお り,「母証文」が消 費貸借の 「原証 文 ・原
本」その もの をさす こ とを明示 す る[cf.松井2004b,p.52].おそ らく,本Mil8
文書 で紛 失 された と言 及 される「母証文」も,タ シクの債務 である椴子 と絹布 に
関係 す る貸借契約証 文であ り,そ の文面 も一般 的な貸借契 の書式[護1961a;山
田1965]に従 っていた と推 測 される.ゆ えに,一 般的 な貸借契 とは書式 ・文 面
が異 な るMil8=yanutbitigが,「母証文」=原 本の 「副本(duplicatedocument)」
であ った とは考 えられず,前 掲のClauson・Clark説には従 えない.SUKは 上
掲 引用の通 りyanutbitigを「再発行 証文(neuausgestelltesDokument)」と訳す.
これは 「母 証文が無 くなった」とい う文脈 に依拠 した と推 測 され,Caferoglu説
に近 似す る とい える.た だ し語彙集[SUK2,p.300]でClauson・Clark説を踏
襲 して 「副本,複 製(Duplikat)」とい う独 訳 を残 している点 は修 正 を要す る.な
お,SUK編 者 の1人 である小 田壽典 は,SUK刊 行後 の論 文で,Mi18のyanut
bitigを「一種 の領収証 の代 わ りであ る(birmakbuzyerinedir)」と説明 し,「負債
の半分 が返済 された(6diingnesneninyari§mingerid6nmU§)」際 に交付 され る も
の とした[Oda1996,p.62〕.ただ し,こ の解釈 とSUKの 「再発行証 文」とい う
訳語 との関係 には言 及 してい ない.
一 方,Mi23のyandutbidig(一yantUtbitig)につ いて,Aratは「期限付 きで受 け
取 った財物 の返還 に関す る文書(muayyenbirmUddetiginalinanmaliniadesi
miinasebetiiletanzimedilenvesika)」と解釈 した[ETHV,P.28].前述のMi18の
yanutbitigをAratが「一 時的返還の文書」とみ な した のは,お そ ら く本文書の
用例 との整合 を図 った もの と思 われる.た だ しAratはMi23のテキス ト ・写真
複製 を提 示 しなか った.そ の ため,Mi18の用例 に関す るArat説を批判 した
Clarkも,本処の用例 につ いて は批判 を保留 した.本Mi23文 書 を初めて校 訂 ・
公刊 したSUKは,上 掲 の通 り 「返還証文(RUckgabe-Dokument)」と和訳 し,結
(6)SUKはテキス ト転写に際して6gに疑問符を付 したが,龍谷大学大宮図書館所蔵の
原文書 を調査 した結果,SUKの転写を支持すべ きと筆者は考える.
(30)
果 と してArat説を支持 した.ま た小 田 も 「ブ ドウ園主 に(ブ ドウ園 を)返 還す
るため に主人 に与 えられ た」文書 と説明する[Oda1996,p.621.これ は,本 文書
に はMi18のよ うな原証文 の紛 失や 「再発行」に関係す る文 言がみえず,ま た4
行 目の「ブ ドウ園 を返還す る」とい う文 言が文書 の主題 と考えたか らであろ う.
しか し,期 限付 きで賃 貸借 された ブ ドウ園が 本来の所 有者 に返 還 される際
に,あ えて利用者(借 主)の 側 か ら新 た に 「返還証文」を作 成する必 要があ った
のか,と い う疑 問が生 じる.ま た逆 に,Mi23の「返還証文 」の訳語 をMil8に
適 用 して も,Mi18では債務 を返済 された債権 者(貸主)が 「返還証文」を交付 す
る こ とにな り,Mi23でブ ドウ園の返還者=利 用 者(借 主)が 交付 しているの と
相 反す ることになる.
す な わち,yanutbitig～yantutbitigとい う術 語 を 「副 本,複 製 」と解 釈す るこ
とは不 適当であ り,「再発行証文」・「返還証文」とい う訳 語 も,文 書 の内容 や機
能 さ らには歴史的背景 を合 理的 に説 明す る ものでは ない.ま た小 田は,yanut
bitigとyantutbiUgとが機 能的に相違 していたこ とを主張す る[Odal996,p.62].
しか し,従 来yanut-yannltは同一語の異形 と解釈 され てお り,Mil8・Mi23の
2例の みか ら別語 とみなす ことは,語 彙論的 には拙速 と思 われる.
以上 の問題 を解決 するため,筆 者 は,新 た なyanutbitigの在証例 を,ベ ル リ
ン科学 アカデミー(BBAW)所蔵 ウイグル語文書 中か ら提示 したい.以 下,こ れ
を文書Aと して,古 文書学 的情報 とともにテキス ト・和訳お よび最低限の語註
を掲 げる.
文 書A:U5960verso
【解 説】19.5x16.Oc1n,Chamoisα～Ghsa賃e,漉き縞(4/cm)があ る不均質 な下
質の紙.オ モテ面 の支 出簿様文書(=Raschmannl995,p.133,NL46)を二次利
用 した もの.末 尾 にニ シャン印(ni蓉an,略花押)4ヶ.草 書体 で書 かれ,ま た
ニシ ャン印が捺 され るこ とか ら,ほ ぼ確実 にモ ンゴル時代 に比定で きる.
(31)
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①馬年第七 月初(旬の)一 日に.②私 たちオテ ミシ ュ,ヨ ル=ブ カ,ト ルチ弟
子,③ スヴ=ケ ルキズ をは じめ とす る連保 は,こ の④ヨレクの第七 月分 の⑤番
役 の棉布が私 たちにすべて届いた ので,⑥保持 し続 けるべ きyanu¢bitigを
⑦与 えた.こ のニシ ャン印は私たちの ものである.⑧私 トルチが 口述 させ て
(本証文 を)書 いた.
【語註 】
A3a,suv㎞giz3本文書 オモテ面 に も在証 され,こ れで1人 の人名 とみ る.人
名要素k面z～k撫kizにつ いて は,後 世の諸方言で ワシ ・タカな どの猛禽類 の一
種 を意味す るkeTges【Zenker,p.745]と同語 か.
A3b,borun-1uq3borunは新 ウイグル語 のborun「保証 人;保 証,担 保(Biirge;
surety)」[WbIV,p.1663;Jal血g,p.58;WHCD,p.139;UTILl,p.457】と同語であ
り,こ れに接 尾辞 一luqが後 続 して 「保証 人組合,連 保組織;連 保,同 保Goint
suretyassociaUon)」を意 味 してい る.後 述本文 も参照.
A5,k麺igb6碑「順 番」を原義 とす るウイグル語k麺g川kazigは,トゥル ファ
ン出土の唐代漢文文書 に頻出する 「番」の透写 語(calqロe)として用 い られ,「番
役(輪 番制 の徳役)」お よびその当番 を意味す る[松井1998a].また,本 処 に先
行 す る 「第七月分の(yithl乙ay一φ)」とい う表現 は,番 役 が月単位 で賦 課 された こ
(33)
とを示 唆する.一 方,既 知のウイグル文供 出命令文書 にみえる番役 の在証例 は
いずれ も序数詞 に後続 してお り[松井1998a,pp、027-032;松井1998b,Texts1,3,
7,8,9,10],この相違 と番役の実態 との 関連 については今 後の検証 を要す る.
さて,こ の文書Aで,4名 編 成の 「連保(bomn-luq)」が ヨ レク とい う人物 か ら
受 領 したkazigb6si(～b6zi)「番役 の棉布」とは,番 役 を代納 す るため の棉布 に
くわ
相違 ない.モ ンゴル時代の ウイグ リス タンで は十戸(onluq)組織 が徴税単位 と
なって いたが[松 井2002,pp.100-106],おそ らく本文書 の 「連保(borun-luq)」
も十戸 と同様 に徴税 お よび番役賦 課の単位 となってお り,構 成員 か ら番役負担
　きラ
を代納す るための棉布 を徴収 した もの と考 え られる.こ の棉布納入 に際 して交
付 された 「保持 し続 けるべ きyanutbitig」は,文 脈 か ら明 らかに文書Aそ の もの
をさ している.ま た本文書Aのyanutbitigは番役 代納棉布が 「すべ て(5tUkal)」
納入 された時点で交付 されているか ら,小 田のように「負債 の半分 を返済 した場
合 の領収証」とみ なす ことはで きず,そ の記載内容 も「再発行」や 「返還」とはや
は り関連 しない.従 って,こ のyanutbitigは,棉布 の納入者 に交付 された 「領
収 証,受 領証(receipt)」と解釈 すべ きで あ り,そ れが"somethinggiveninretum
fororinplaceof'とい うYarlutの原義 に も最 も適合 す る.
ここで,こ の 「領収証,受 領証 」とい う解釈 が,前 掲 のsuKMil8,Mi23の
yanut(一・yantut)bitigにも適合す るかを再検討す る.
まずMi18の在 証例 につい ては,債 務完 済 にと もなって債務 者 に返還すべ き
原 証文 を紛失 したため,債 権者 は 「保持 し続 けるべ き領収証(yanutbitig)」を債
務 者 に交付 して負債 の消滅 を証 明 した もの と解釈 で きる.す なわ ち,yanutに
(7)BBAW所 蔵 の 支 出 簿 様 ウ イ グ ル 文 書Ch/U7373vの9[】(.)ygmlikakazig-taingadu
bax甑qabirya∬㎞b6z「十 □ 日 に,番 役 で イ ン ガ ドゥ 師 に15棉 布(を 与 え た)」と い う
記 事 も,お そ ら く番 役負 担 を棉 布 で代 納 した例 と推 測 され る.ま た,唐 代 漢 文 文 書 に
も 「番 課繰 布 」す な わ ち番 役 代 納 の た め の 布 吊 が み え る こ と も参 照 で きる[池 田1979,
Nos.202(3),203(2);c£松 井1998a,pp。040-042].
(8)連 保 の 社 会 的機 能 に つ い て は,す で に 第39回 日本 ア ル タ イ 学 会(2002年7月22
日)で 報 告 し た(要 旨:「 中 世 ウ イ グ ル社 会 の 隣 保 組 織 」『東 洋 学 報 』854,2003,p.
175).その際 に言 及 し得 な か った 点 も含 め,別 稿 で あ らた め て 詳 論 す る予 定 で あ る.
(34)




ことを主題 とする契約証文 と解釈されて きた.し か し,本文書5～6行 目は
「この棉布は1匹 ものの棉布である」といい,当 事者が授受 している棉布への
注意が喚起されている.こ の棉布 について,SUKは「以前に渡 してあった権利
保証のための 「37棉布 を」というほどの意味に解する」という訳註を付 してい
る.こ の点をふまえると,本Mi23文書は,権 利保証金 として預託 していた
「(あの)37棉布 を手渡 しで受け取」ったことを証明す るための 「領収証,受 領
リラ
証(yantutbitig)」であ った と理解 で きる.
す なわち,既 知 のyanutbitig～yantutbitigの在証例 は,い ず れ も 「領収証,
受 領証」を意 味す るこ とが確 証 され る.こ こで,yanutbitigに関連す るbuこung
bitig「無効 証文」とい う術 語 にも言及 してお きたい.
SUKMiO6(=USp48)
①犬年 第二 月初(旬 の)九 日に.私 ②カ ン トゥル ミシュ=ト グ リルは,ケ デ ィ
レに貸与 していた(元 金 とその)利 息付 きの③銀5両 を完全 に受領 した.母
④証文が無 くなったので ,私 は無効証 文(bueungbitig)を⑤与 えた.今 後,母
証文が⑥出て来 て も,ま か り通 らず無効(bu6ung)となれ.⑦立会人ヤ ンガ=
パルス,立 会 人ブヤ ンチュク.⑧ この タムガ印 は,私 カ ン トゥル ミシュ=ト
グリルの もので ある.
本 文書 のbuこungおよび前 掲Mi18のvu6ungの語 は,さ まざ まな解釈[cf.
IUCD,pp.238-241】を経 て,SUKに よ り漢語 「不 中」の借用語 で 「無効」の意 と
確 定 された.こ のMiO6と上掲Mi18とは全 体の書式 が共 通 し,ま た その書 式
の 中で 「無効証 文(bu6ungbitig)」と 「領収証(yanutbitig)」とは平行す る位置 に
(9)な お,こ の 棉 布 は ブ ドウ園 の 利用 者 が受 領 して い るか ら,こ れ を ブ ドウ園 の小 作料
と したRaschmann【1995,p.871の推 定 は あ らた め て 否 定 され る.Cf松 井1997,p.109.
(35)
現 われ る.小 田はbuこungbitigとyanutbitigとの使 い分 けは両者 の機 能的相違
を反映す る と考 えたIOdal996,p.62].しか し筆者 は,こ の両術 語 は同様 の機
能 を有 す るが ゆえに互用 され ている と考 える.領 収証(yanutbitig)の交付 は負
債 その もの の消 滅 を証明 し,必 然的 に負債 原本 を無効(bu乙ung～vuこung)とす
るこ とに もなる.そ れゆえ,ウ イグル住民 の間では,貸 借契約原本が返却 され
ない場合 に債務完済 を示 すべ く交付 された領収証 を「無効証 文」とも呼 んだので
ロ　　
あろう.さ らに,suK所 収 の雑種契 には,以 上 に言及 したMi18・Mi23・Mio6
の他 に も,銭 物 の受領者側が支払者 唄曽与者側 に交付 した文書類 が多数含 まれ
る:Mio7,Milo,Mill,Mi12,Mil3,Mi14,Mi15,Mil6,Mi27.おそ らく,こ れ ら
の文書 も,ウ イグル住民 に よ り 「領収証(yanutbitig・・yantutbitig)」と称 された
もの と推測 して よい と考 える.
2.Angiz「刈 株 田」→A椅z「 ロ」
SUK所収の契約文書 には,angiz「刈株 田」と転 写 され る語が計17ヶ所 に在証
され る.う ち2例(Mi2013・14)は,borluqangiz「ブ ドウ園エ ンギズ税」・qavlahq
angiz「菜園エ ンギズ税」という税役名称 と理解 されている.ま た1例(Mi325)に
ついてはテキス ト破損訣 落のため文脈不 明である.残 る14例は次 の① ・② の両




「この田地(/ブ ドウ園)に,刈 株 田(の まま?/と して)保持 して,
租税が かか って来れば」(RHo57;RHo67;RHlolI;Mi226)
これ らのangiz「刈株 田」の用例 は,当 初Radloffによ り洲dn「播種 ・耕作」と
(10)そ の 意 味 で は,漢 語 原語 の 比 定 に は 失敗 した とは い え,bu切ngbitigを「領 収 証
(Quittung;KB姐aHH耶∬,pacnHcKa;pac皿McKamπyqaTe朋)」とみ な した 諸 説 【usp,PP,84,
270;DTS,p.635】は 機 能 論 的 に は 正 しか っ た とい え る.
(36)
転写 された[USpll,19,29,66].山田 はこの転写 を字形 の上か ら改めつ つ,ま
ず上述① にみ えるiingizyirとい う表現 を「刈株田 ・休閑地」[cf.ED,p.191(anlz)]
と解 釈 し,唐 代 の部 田(穀 物 を連作 で きな い耕 地)と の関連 を想 定 した[山 田
ほり
1965,pp.152,199-200,203-204].SUKも山 田の転写形式 を踏襲す る.
一方,② は土地賃貸借 に伴 う税役負担 の決 定に関す る定型 的表現 である.文
中のitn'giztUdZaを,当初,山 田はangiztodqan「刈株 田が罷 え(todqan<v.tod一
「肥 える」)」と転写 ・解釈 し,徴 税 に関連する表現 と推測 した.そ の理 由は,他
の土地貸借契 の平行す る文脈(RHo7;RHo87;RHIIio)では,「この田地 に(buyir-
ka)」の後 にa皿giztodqanが記 されず,「租税 がかかって来れば(birimalim(一alini
b耐m)kalsar)」のみが後続 す るか らであ る[山 田1965,p.152].
この山 田説 につい て,SUK編 者 は,angizに後続す るtodqanを上記 の通 り
くユの
tUdza・一tUda(<v.tUt一「保 つ,保 持す る;留 める;掴 む;計 算す る」)と訂正 した.
しか しSUKは,こ のdngiztUd4a(一tUda)とい う表現 に対 して,RHO5,RHO6そ
は 「この田地に,刈 株 田(の まま?)保持 して」,同様 の文脈 が推補 されるRHIO
で は 「[もしこの 田地]に 刈株 田(と して の?)」と,疑 問符付 きの和訳 を提示 す
る一方で,Mi22の平行する文脈では「このブ ドウ園に,刈 株 田 として保持 して」
と疑 問符な しで和 訳する.す なわち,dngiztUdza(～tu¢a)に対す るSUKの 解釈
は必ず しも一定 していない.ま たテキス ト註 ・訳 註 も省 略 されてお り,こ の表
現の含意や 山田説 を改めた理 由は説明 され てい ない.
また庄垣内正 弘は,SUKに よるaingiZtUdZaとい う転写 ・和 訳を,angiztuda
「刈株 田について」と改め るこ とを提案 した.こ れ は,(1)定型 的表現② の諸例
の うちRHO67では明 らかにTWD'=tudaと記 されるこ と,(2)中絶末位形の 一D
(11)李 経 緯 は 定 型 的 表 現① に み え るangizの諸 例 の う ち,3例(RHO7,RHO8,RH10)を
蓉iγ「石 」(容量 単 位 ・穀 物 計 量 単 位)と 訂 正 し て播 種 量=田 地 面 積 を示 す もの と し,ま
た1例(Lo15)につ い て はUSpの 旧 説 に 回帰 してakin「庄 稼 」とす るが[李 経 緯1996,
pp.59,67,70,董40],いず れ も誤 読 で あ る.後 掲 の 表1に み え る 字 形 も参 照.
(12)夙 にRadloff[USpll】もtu砺aと い う転 写 を提 出 して い た が,山 田[1965,p.200】
は こ れ に反 対 して い た.
(37)
は しば しば 一DZのよ うに書かれ得 ること,(3)動詞tut一「保 つ,掴 む,留 め る」
[ED,p.451]と副動詞 一aから構 成 され るtUtaは,ウイグル語 仏典では漢語の 「約
(～について)」に対応 す ること,に よる[庄 垣内1994,pp.142-143].字形の上
ロ の
か らtud4aをtUdaに改 める点では,筆 者 も庄垣内 に従い たい.た だ し,こ の庄
垣 内説 に よって も,定 型 的表現② に「刈株 田につい て」が挿入 される例 と挿入 さ
れ ない例 とでは土地への課税 方法が どの ように異な るのか,ま たMi22の例 で
は課税 対象 とな っているブ ドウ園 と 「刈株 田 伽giz)」とは どの よ うに関係 す る
のか,と い う疑 問 は解決 されない.tuda・・tutaを「～について」と和訳 する点 も
含 め,歴 史的背景 をふまえた再検証 を要 しよう.
さ らにSUKMi20の税役名称 「ブ ドウ園エ ンギズ税(borluqangiz)・菜 園エ ン
ギズ税(qavlalaiqiingiz)」の構成要素 としてのangizについて は,SUKと ほぼ同
(13>なお 庄 垣 内 は,定 型 的 表現 ② の訂 正 と あ わせ,土 地 売 買契SUKSaO2にみ え る19bu
bitigtudaqutluγta蓉qorsuz2。bolzun「この 証 文 を 保持 して,ク トル グ=タ シ ュ[=買 主]
は損 害 を蒙 る な」 とい う文 中 のtu¢a(<v.tut一)「保 持 してjを も 「～ に つ い て」 と改 め
る こ と を主 張 して い る.一 方,SUK編 者 の森 安 は,庄 垣 内 に よ るtu4a～tuta「～ につ
い て 」へ の 訂 正 に は従 え ない と表 明 した が[森 安1998a,p.4;c£Moriyasu/Zieme1999,
pp.90-91],具体 的 な反 証 を 示 さな か っ た。 こ の 点 に 関 し,筆 者 の 考 え を述 べ る.ま
ずSaO2.上掲 箇 所 に平 行 す る文 脈 は 土 地 売 買 契SaO920,Sal323,Sal616,Sa22伽3,Sa231牛15,
Sa291俳2。に も み え,こ の う ちSa13では23bitigtu4up「証 文 を保 持 して[買 主 は 損 害 を
蒙 る な]」と あ り,tmaとm4up畦u田p「保 持 して(<tut一)」との 互 用 を確 認 で き る.こ
れ らの 文 脈 は 新 権 利 者=買 主 が 売 買 物 件 に対 す る権 利 を証 明 す る上 で は 契 約 書 の 所
持 ・保 管 が 重 要 だ っ た とい う歴 史 的状 況 を示 す もの とみ な さ れ る[山 田1961,p.212;
護1961b,pp.8-9].その 他 の ウ イ グ ル語 世 俗 文書 中 に も,tutuptur¥uyanutbitig「保 持
し続 け る べ き領 収 証 」(SUKMi184;U5960v6=本稿 文 書A),47bua甑49nirγubidgyrlq
「こ の 保 持 し続 け るべ き詔 書 」(U5317=Ziemel981,TextA),16bututaturγubitig「この
保 持 し続 け るべ き証 書 」(U531g=Ziemelg81,TextB)など,や は り公 証 力 を 有 す る 証
文 ・特 許 状 を保 管 す る必 要 を 強調 す る 表現 が み え[cfIUCD,p.2361,また 蝋aとtuulp
との 互 用 もみ え る。 以 上 の点 か ら,SaO2のtudaを「～ に つ い て 」とす る 庄 垣 内 には 従
え ず,「(証 文 を)保 持 して」とい うSUK訳 を支 持 すべ きで あ る.森 安 が 庄 垣 内 説 を斥
け た の も同 様 の 理 由 か らで あ ろ う.た だ し,SaO2と定 型 的 表 現 ② とは 文 脈 を異 に す る
か ら,上 掲 の 諸 例 は 定 型 的 表 現 ② の 田伽 の転 写 形 式 を 繊4aと改 め る 庄 垣 内 へ の 反 証
とは な ら ない.庄 垣 内が 例示 したyangid-a(Lo154)以外 に,語 末 形 ・中絶 末 位 形 の 一D
が 一DZ1-D'のよ う に書 か れ る 例 がSUK所 収 文 書 に散 見 す る(yun¢RH131;k貢nこi4:
Lo233瀕,Lo255,Lo278;yanud:Mii欧U5960v6=本稿 文書A)こ と も注 意 され る.
(38)
時 に,Rascimann[1992,p.157]がaγizとい う転写 形式 を提案 した.古 ウイグ
ル語 のaγizは「口」の原義 か ら 「動 物の 口,ク チバ シ;(口 の保有者 としての)
人 間;の ど;開 口部;水 門,排 水 口;話 し;噂,中 傷;給 食,飲 食」な どを意
味す る[UWl,pp.69-70;ED,p.98】.Raschmannは,この税役 名称 としての
aγiz「口」を,や は り「口」を原義 とす るモ ンゴル語amasarがトゥル ファン発現
モ ンゴル語免税 特許状 に税役 名称 として在証 され るこ とと関連 づ けたのであ
る.さ らに筆者 は,tart'γaγiz「主穀 アギズ税」とい う税役 名称 を別文書(K7719)
中に確 認 してRasc㎞am説 を支持 し,ま たSUKがangizと した諸例 はaγiz
とも転写 で きるこ とを指摘 した[松 井1998b,pp.20-21&n.9].
す なわち,SUKのaingizとい う転写形式 は,文 書 の内容理解 の上 で も,ま た
転写形式の決定 自体 に も問題 を残 してい る.こ のaingizない しaγizとい う語 は,
上述の よ うに税役負担 に関連 して在証 され,そ の内容理解 はウイグル文書か ら
税役 制度の再構 成作業 を進 める上で重要 であ る[cf.松井2002,pp.91-93】.
そ こで,ま ずは実際の字形か ら,こ のiingiz='NKYzとaγiz="xYzにつ
いて検 証す る.両 語 の字形 は,語 頭 の'N-/"一は草 書体 では ほ とん ど区別 で き
ロの
ず,語 末の 一Zは共通するから,語 中の 一XY一と一KY・・の判別に集約できる.本
来の楷書体 ウイグル字のX字 の語中形は,中 心線の左側の2つ の突起 と若干
右側にふ くらんだ 「背中」をもつ(■).しか し草書体ではこれ らの特徴は省略
され,語 中形の一X一字は直線的に書かれる場合が多い(書,1).ただし一X一字
に 一・Y-/-W一字 が後続す る場合,中 心線 の右側 に若干湾 曲す るス トロー クに よっ







































































































































































語 を左列 に,ま た 一KY一を もつ語 を右列 に抽 出 した.一XY一の例が無 い場合 は字
形 が近似 す る 一'Y一/一NY一/一RY一をもつ語 を,ま た 一K:Y一が無 い場合 は 一K一な
い し語末の 一KYの例 を掲 げた.単 語 の転写形式 はいずれ もSUKに 従 い,各 例
の字寸 の縮尺 は文書 ご とに統 一 した.
この 表1の 註ngizの字形 を通 覧す る と,SaOg8・15,ExO2,RHO5,RHO6,RHO7,
RHo9,RHlo6」1,RHIl7,Lol5,Mi2013・M,Mi22の14例の語中部分の字形 は,各 文
書右 列 に示 した語 中の 一KY-/-K一に比べて湾 曲す るス トロークが 明 らかに小 さ
く,"XYZ=aγfzと転写す るのが より妥当であ ると筆者 は考 える.原 文書 の破
損訣 落 によ り字 形が判然 と しないRHO8・RHll5の両例 も,定 型 的表現① に属





唯一,Mi32の例 は,語 中のス トロー クが大 きく右上方 に湾曲 しているか ら,
'NKYZ=註ngiz「刈 株田」と転 写す るのが妥 当で ある.し か しこの例 は,① ・②
の両定型表現 とは まった く異 なるabfz(?)yaq(?)血giz(_)t[]とい う不明瞭 な
表現 中に現 われる.字 形 か らも,そ の他の諸例 とは別語 と判 断す べ きである.
以上 か ら,suKがangiz「刈株 田」と転写 した語 は,1例(Mi32)を除 き,全
て"XYZ=aγizと訂正す ることが できる.旧 稿[松井1998b,pp.20-21&n.9]で
の筆者 の指摘 も,こ の ような字形 調査 に基づ くものであった.た だ し,旧 稿 の
時点では,全 面 的な訂正 を主張するに足 る文献 学的 ・歴史学 的論 拠 を鉄 いてい
た.そ れゆえ拙稿[松 井2002,pp.101-102]でSaO91のの部分 的改 訂 を提示 した
際に も,SUKのa皿gizとい う転写 に従 ってお いた.
しか し筆者 は今般,8BAW所 蔵のU6116文書が このaγizへの訂正 を確 証す
る ことに気づ いた.以 下,文 書Bと してテ キス ト転写 ・訳註 を掲 げる.
文 書B:U6116r㏄to
【解 説】8.9x4.5cIn,Beige～Beigecl雄,漉き縞 の ない 中上 質の紙 かな り小
字の草書体で記 され てお り,書 体か らはほぼ確実 にモ ンゴル時代 に比定で き




















[負担者]①となる.立 会 人デ ィザ,立 会 人 トルチ,② であ
る.私 ビルヤ ダスが口述 させて[(本証 文 を)書いた]③ この ブ ドウ
園の賃借料(小 作料)と して,④ 斗 の甘 いブ ドウ酒 を私は与 える.
⑤この2a予iz田地 に
【語註】
B1:bolur「～ とな る,で あ る」に続 いて立会人(t㎝uq)の名 が列 挙 され るとい
う書式 はSUKRHO510,RHO610にもみ え,い ずれ もbolurの直前 には 「大税
(uluγb㎞m)」の負担者(arqahq)名が記 され る.本 文書 冒頭 の欲 落部分に も同様
の記載があ った とみて,和 訳で は「負担者」を推補す る.ま た本行末の鉄落部 に
は,契 約 当事者 の印記 を示す文言があ った に相違 ない.
B2,biryada写3<Skt.Vhyadasa.人名.
B4,qap=液量単位qapは漢語の斗(モ ンゴル時代 には約8,4のに相 当す る[松
井2004a,pp.166-163;Matsui2004,p.197].
B5=これが末行 の可能性 もあ る.
本文 書Bは,3行 目の 「ブ ドウ園 の小作料」とい う記述 か らブ ドウ園賃貸借契
約の末尾 部分の断片 と推定 され る.現 存 部分 には タムガ印(tamγa,印鑑)や ニ
シャン印 は見 えな いので習書 ・草稿 だった可能 性 も排除で きないが,十 字方向
の折 り跡が確認 で きるので,実 効文書 と して保管 された とみな してお く,
さて,本 文書Bの5a蝉z="XYZの 一X一字 は左側 に文 字判別加 点(diachticaI
points)を伴 っているか ら(X=予),この語 を'NKYZ=angizと読 む ことは完全
に不可 能であ る.そ して,本 処のikia?izyk「2aγiz田地」とい う表現 は定型
的表現①(《数詞 》+aγlzyir)と平行 す るか ら,定 型 的表現① に属 す るa皿gizの
諸例 もaγizと訂正すべ きことが決定的 となる.表1の 字形調査 の結果 を も勘
案すれ ば,こ のaγizへの訂正 をMi32以外のSUK所 収の在証例全般 に及ぼす
べ きこと も許 され よう.





量詞 とみ なせ よう.SUKSaO3で売 買物件 となる土地の追奪 を禁止す る際 に19bu
oq6giin20nzasuvaq-li'γikitan6uyir「まさにこの渠 にて灌概 される2口(=2倍)
の 田地」とい う表 現がみ え,「(食物 の)一 口,一 片,一 かた ま り(gobbet,Iump,
morsel)」を意味す るウイグル語tanこuが田地の量詞 として用 い られることも参照
に値 する[ED,p.516;CTDI,p.317】.なお,ウ イグル契で売買 ・賃 貸物 件 とな
る土 地の面積 を示す際 には,播 種 量(SaOl;SaO2;SaO3;SaO4;Sal4;ExO3;Mi25;
Mi28),あるいは当該 田地の耕作 に必 要 な人数(SalO;Sa11;Mi19)が用 い られ
る.こ れに対 し,こ の定型 的表現① の諸例 でaγi'z「口」に先行す る数詞 は,「1
(bir)」(SaO9,RHO9)・「2(iki)」(U6116)よりも 「半,05(yari'm)」(ExO2,RHO7,
RHO8,RH10,RH11,Lo15)が多い.従 って,aγiz「ロ」も,ひ とまとまりの田地
を数 える際の量詞 にとどまらず,厳 密で はないにせ よ一定程度の規模 ・面積 を
さす単位 として も用い られた と推 定で きる.
ち なみ に,關 尾 史郎[2004;2005]によ り詳細 に検討 された トゥル ファン新 発
く　の
現の「北涼建平四年(440)十二月道人佛敬夏田券」では,貸 借物件となる「干田」
(15)aγiz「口」 とyir「田 地 」が 熟 語 を なす と仮 定 す れ ば,ま ず 唐 宋 時 代 の 土 地 関 係 漢 文
文 書 にみ え る 「口分 田 」との 関 連 が 想 起 され る.い う まで もな く,唐 代 均 田制 下 の ロ分
田 は一 定 年齢 の 人 民 に対 して支 給 ・還 公 され た 田 地 で あ る.し か し10世 紀 以 降 の敦
煙 漢 文 契 で は,「 ロ分 」の 語 は 「父祖 伝 来 の,一 家 代 々 の 」とい う意 味 で用 い られ る[仁
井 田1980,p.679;池田1973,pp.36-37].一方,SaO9で売 買 物 件 とな っ てい るbh・aγiz
yk「laγiz田地 」は 十 戸(onluq)によ り共 有 され て い た[cf松 井2002,pp.101-103】.
従 っ て,問 題 のaγiz(yhうは,均 田 制 下 の 「口 分(田)」 は もと よ り,「父 祖 伝 来 の(田
地)」に も関 連 しな い と思 わ れ る.な お,angizyirを唐 代 の 部 田 に関 連 づ け た 山田 に対
して,森 安[1991,p.50玉は10世 紀 後 半 の マ ニ教 寺 院経 営 令 規 文 書 中 に み え るqaγy廿
「旱 地 」を部 田 に対 応 す る ウイ グル 語 表現 と推 定 して い る 。森 安 が そ の際 に言 及 した漢
文 ・ウ イ グル 文 混 清 文 書 のChh1.常田=Uig.【6gαz】ya瞳nga-taqi顧唄aqy虻「[河川]に 近
い穀 物 耕 作 用 の 田地 」 とい う対 訳例 につ い て は,Moriyasu/Zieme1999,pp.75-83.
(16)文 書 標 題 は 關尾2005に 従 う.な お 本 文 書 に つ い て は,關 尾 氏 の ご好 意 に よ り
Christie's(ed.),F∫〃θαα∬'cα1C伽ε∫εPα'π加8Mη4Cα'」'8rαphy(HongKong,2001)所収
の カ ラ ー写 真 複 製 を も参 照 ・確 認 す る こ とが で きた.こ の場 を借 り,關 尾 氏 に深 謝 申
し上 げ る.
(45)
(乾燥度の高い土地)が「五 口」と計量 されてい る.關 尾 【2004,pp.75,80-81]は,
この「五 口」を,地 段数 もしくは面積 を示す表記 とみて 「5段」と和訳 している.
ウイグル文契約 文書 の直接 の母胎 となった唐宋 時代 の敦焼 ・トゥル ファ ン漢文
契 にはこの ような田地の量詞 と しての「口」の用例 は確認 で きないので,ウ イグ
ル語aγ'iz「ロ」が北涼時代 の 「口」の直接の透写語 であった とは断言で きない.
く　の
とはい え,「口」とい う単語が共通 の用法 を有す るこ とは注 目され る.
一方 ,本 稿 での考証 を通 じて,定 型 的表現②のangiztud4a(ortUda)はaγiz
tUda(一tuta)と訂正 され た.と はいえ,こ の定型 的表現②が全体 として税役 負担
に関係 す るとい う山田[1965,p,152]の指摘 は鉄案 である.tUd一・tut一「保 つ,保
持 す る;留 め る;掴 む;数 える,計 算す る」に接 続す る副動詞 一aは,後続 す る
主動詞 の内容 と同時 の動作 を示 すので[庄 垣 内1994,p.142],問題 のaγiztuta
とい う表現 が,後 続す るbirimali'mkalshr「租税 がかかって来れ ば」つ ま り課税 ・
徴税 と密接 に関係 した こ とも確実で ある.こ こで筆者 は,定 型 的表現① のaγiz
「ロ」が田地の規模 を示す:量詞 ・単位 となっていた ことを勘案 し,定 型的表現②
buyir-ka(orborluq-qa)aγiztutabirinialimkalsairを「この田:地(/ブ ドウ園)に,
規模 を把握 して租税がか かって来れば」と訳す こ とを提 案 したい.す なわち,問
題 のaγiztutaを「(土地 の)規 模 を把 握 して」と解釈 し,公 権力 による税役科徴
ロ 　　
のための土地把握=検 地を意味するもの と推測するのである.なお,こ の文脈
(17)唐 宋 時 代 の漢 文 文 書 に は,「 舎 中 上 下 房 伍 口 」「舎 東 房 子 壼 口 」「舎 内 東 房子 一 口 」
「屋 舎 雨 口,内 一 口 無 屋 」「其 舎 雨 口」「捨(=舎)萱 院 子,内 堂萱 口 」「有 舎壼 院,内 厨
舎 南 防(=房)壼 口 」「院 内西 房 萱 口 」な ど,「房 ・舎 ・堂 」な どの 家 屋 内 の 区 画 を示 す
量 詞 と して の 「口」の 用 例 も み え る[TTDIII,Nos.86,264,265,266,268,282,284,285;
關 尾2004,pp.81,86;池田lg7g,No.271】.これ も,現 代 ウ イ グ ル語 のaghiz～eghiz
が,家 屋 の 部屋 ・区 画 を示 す 量 詞(漢 語 の 「間 」に対 応 す る)と して用 い られ る こ と と
共 通 す る とい え る[UTIL6,p.90;WHCD,p.ll75;Schwarz,pp.39,739】.
(18)本稿 で言 及 したaγizの在 証 され る ウイ グル 文書 は いず れ もモ ン ゴル 時 代 に属 し[森
安1994,pp.70-7g],モン ゴ ル時 代 の トゥル フ ァ ン地域=ウ イ グ リス タ ンで 戸 籍 調 査 ・
検 地 が実 行 さ れ た こ とは確 実 で あ る[松 井2002,pp.87-92].また,カ ラ ン税(qalan)を
忌 避 す る ウイ グル 農 民 の 盟 約 文 書U5330に7yirba蓉一in一γaqalan8tutup「田 地 に基 づ い
て カ ラ ン税 を支 払 って 」とい う表 現 が み え る点 も参照 に値 す る[松井2004c,pp.4-5,8].
(46)
ではtutaを「～について」と解釈する庄垣内[1994」説 も排除する必要はないの
で,「(土地の)規模について」と和訳する可能性 をも残 しておきたい.そ して
「ブ ドウ園アギズ税(borluqaγfz)・菜園アギズ税(qavla紅qaγXz)・主穀アギズ税
(ta助aγiz)」という税役名称 も,そ れぞれ当該のブ ドウ園 ・菜園 ・穀物田の規






に,広 く諸方面からのこ示教 ・ご批正を頂戴で きれば幸甚である.
3.人 名 の補 訂 とSa29,Lo23,Sa16
ウイグル文書 に登場 す る人名は,一 般的 なウイグル語(テユルク語)起源の も
の だけでな く,モ ンゴル語 ・漢語 ・サ ンス クリ ッ ト語 ・チベ ッ ト語 ・シ リア
語 ・ギ リシ ア語 ・アラビア語 ・ペルシ ア語 さらには ソグ ド語 ・中世 ペルシア語
に由来す るもの も頻見す る.こ の ような原語の多 様 性か ら,人 名の転写 形式 の
確 定作業 は必ず しも容易ではな く,そ れ 自体が研 究の主題 とな り得 る ものであ
る[e.g.Zieme1978-87;Zieme1994].モンゴル語 ・チベ ッ ト語起 源の人名 は文書
の時代判 定の指標 と して特に注 目され,ま たサ ンス クリッ ト語 は仏教文化 と,
シリア語 ・ギ リシア語 はネス トリウス派 キリス ト教 と,ア ラビア語 ・ペル シア
語 はイス ラーム との関連 を示唆 し,文 書 とその関係者 をと りまく歴史的環境 を












また,ウ イグル文書 の歴 史学 的利用 に とって登場 人物 が共 通する文書群 の確
定 は重要 で ある.こ の 点か ら も人名転写 への注意 は訣かせ ない.そ の例 とし
て,Sa29,Lo23,Sa16の3文書 にみ える人名 を以下 に検討す る.
女奴隷売買 契Sa29(SIM/6)と主穀(小 麦)消 費貸借 契Lo23(SIM/7)は,所蔵
番号 か らも示 される ように,と もに1914年のC.E.MaπOB調査隊 によって将来
され,現 在 はロシ ア科学 アカデ ミー東 洋学研 究所 サ ンク トペ テルブル ク支 部
(SPF)に所蔵 される.Ma∬OBはこの2文 書 を公刊 するにあた り,Sa29の売主名
とLo23の貸主名 を同 じくBadrunと転写 し,立 会人名が共通す ることともあわ
せ て両 文書 が同一 の歴 史的背景 を もつ と指摘 した[MamBl927,p.389].その
後,山 田信夫 はLo23の貸 主名 をM飢oBに 従 ってBadrunとしたが[山 田1965,
p.179],一方でSa29の売 主名 はB註dr肱と改め[山 田1972,pp.213-214],SUK:
編者 もこれを踏襲 した.山 田はSa29の補正 について一切 註記 しなかったが,売
主名の末字の小 さな字画 は 一Zとみなすのが相 当であ り,逆 にLo23の貸主名の
末字 は字画がやや大 きいので 一Nと転 写するのが 自然ではある.し か し筆者 は,
や は りM飢OBに 従 って両者 を同一人物 とみな し,ま たその人名 をpaσr助(～
Pa面s<Gr.n師ρo⊆)[Erdall997,p.3671と転写 すべ きと考 える.
さて,MaπoB[1927,p.389]が指摘 するように,Sa29の立会人4名 の うちMfsir-
Qya-Quz,脱g-T(a)mir-Quzの2名は,Lo23の立会 人Mish-Qya,B(a)9-T註mirに
それぞ れ同定 される.こ こで注 目すべ きは,ブ ドウ園売買契Sa16(OtRy.543)







2～3行 目 の 抹 消 部 →2{6ztoγ皿}3{_,toγ田,ごYXWSY,瞭so}
lobutsin,2ρ・16budsh1→budasin[松井1998b,P.22]
(48)
う人名がみ えるこ とである.ウ イ グル語 伽 血 ～曲n髄r(原義 は ともに 「鉄 」)は
同語 の異形 であ り胆D,p.508],このBag-Ta血r～Bag一臓 面rを 同一人物 とみ な
す こ とに問題 はない.ま た,sa16の立会人名Mfsfr-Qya-suqは,まず羽田亨
【1916=1975,p.47]がMi訂r一(?)一Sun,ついで護雅夫[1960,p.261がMis聾Qara-Suq
と転写 し,こ れ をSUKが 微修正 した ものであるが,最 後の人名要素suq需swx
は明 らか にXWZ=quzと 訂正 すべ きで ある.従 って,Sa29,Lo23,Sal6に登
場す るBag-Tamir(～Bag-T翫nor),Mish-Qya(一Quz)はすべ て同一人物で あ り,
この3文 書 は共通の歴史的背景 を もつ もの とみなす ことがで きる.
4.チ ヴク イ 文 書 とそ の 周 辺









人名が登場する契約文書を2点確認 し,さ らにSPFに所蔵 される原文書をも実
見する機会に恵まれた.以下に文書C・Dと して紹介す る.
文 書C:SI4bKrgar㏄to
【解説】29.Ox20.Ocm,Beigems6～Ocre,漉き縞 のない中上質 ～上質 の紙 漢
文仏典 『妙法蓮華経 』(T.Vo1.9,No.262,9c21-10al9)余白の二次利用.漢 文 仏
典 の上端 ・下端 は完.す でにTyrymeBalgg6,No.3として写真複製 ・転 写が
(19)こ の他,本 節 引用 文 書 に頻 見 す る ウ イ グル 字転 写 漢語 名 の 還 元 に 際 して は,庄 垣 内
[1987,pp.124-152二2003,pp.126-136】に よ り収 集 され た転 写 例 を参 照 し た.
(20)佐藤 次 高 「サ ン ク ト ・ペ テル ブル グ東 洋 学研 究所 所 蔵 内 陸 ア ジ ア 出土 文 書 の マ イ ク





























Clb,a訓γbδz=本文書の後文で は100棉布 を借 用 し,そ の月利 が10棉 布 と設
定 されている.従 って,本 処 のasiγb6zとは,「利息用 の棉布,利 息支 払のため
の棉布」ではあ りえず,単 にasfγに後 続す る与格語尾 一qaが省略 され た と解釈
すべ きである.銀 貸借契の習書SI4bKr71のasiγ㎞m傭k…珪g欲bolup「利 息(つ
(50)






き で)銀 が 必 要 と な っ て 」 と い う 用 例 も 同 様 で あ る 【c£山 田1965,p.105;梅村
2002,pp.211-212;松井 004b,p.52].
C2a,こivk腿y:Tyry皿eBaはbirguyと誤 る.
C2b,aytutup:Tyry皿eBaはanitutupと誤 る.そ の 他 の 消 費 貸 借 契 の 平 行 す る
(51)
文脈で はaysayu「月 ごとに,毎 月」とい う表現が用い られ る[護1961a,pp.236-
238;山田1965,pp.119-120].sayu「～ ごとに,毎 ～」は本来 はv,sa一「数 える」の
副 動詞形 である 【ED,pp.858-859].本処のaytutup「月 を数えて」(<v.重ut一「保
つ;留 める;掴 む;数 える,計 算する」)も,aysayuと同様 に「月ご とに,毎 月」
の意 となっているに相違 ない.ベ ル リン旧蔵(原文書 所在不明)の棉布消 費貸借
契TmT296(=Rasc㎞am1995,p.150,Nr77)にも本処 と同 じくaytutupとい う
表現がみ え,す でにRaschmannも"proMonat"と訳 している。 また,こ れ まで
ayω[]pと転写 されるに過 ぎなかったLo113の平行箇所 も,本 処お よびTHIT
296文書の用例 か らay飢upと推補 で きる.
C3,birz血n:語末 の 一WNは 一T'のように書かれ るが,明 らかに誤記 である.
C4a,b量zikig血:TyrymeBaはmany三zyigugiと誤 る.
C4b,蕊ni面k2いわゆ る 「イ ネチ(イ ナ ンチ)文 書」に属す るSUKSaO7,Sa23,
WPO5にも同名人物が現われ る[cf梅村1987,p.1051.ただ し語頭 部分は不鮮 明
なので,Tyry皿eBaのようにini60kと転写 する こともで きる.
C4c,ki蓉i・15r=TyrlIleBaはki蓉i-liと転写 して 固有名詞 と考 えたが,訂 正 する.
C4-5=Ty皿eBaは4行目末 にみ えるman蓉hlkuy「私 シンクイ」を借主本 人 とみ
て,5行 目の訣落部分 を6z皿igimbiUd㎞「私 自らの手で(本 証 文 を)書 いた」と
推補 した.し か し5行 目のay預ρ「ロ述 させ て」は残画 か らほぼ確実 に復元 で
きる.ま た本文書下端左 余白部分 には,シ ンクイ=ビ(≦hlkuybi),マンクイ都統
(Mankuytu(tung);Mankuy<Chjn.満恵～満慧),シ ンクイ都統(§inkuyu1(tu且g)),
チヴ クイ都 統(6ivkuytu(tung)),ティンクイ都 統(Thlkuytu(tung);Thlkuy<Chin.
天 恵～天慧),シ ンクイ=ビ(§inkuybi),キンチュ ク(Kin衡k),Ki蓉i-mak(?),
KasyUk(?)ら,仏教 的漢語名 ・称号 を もつ人物が列挙 される.こ の うちチヴク
イ都統 が契約の貸主 と同一人物 であるこ と,ま た契約 の借主 シ ンクイが余 白部
分の シンクイ=ビ[称号biにつ いては語註 餌 を参照]と シ ンクイ都統 のいずれ
かに同定 されるこ とは確 実である.従 って,こ の下端左 余白の諸 人名 はいずれ






【解説 】29。Ox8.5cm.Beigems6～Ocle.漉き縞 のない均 質 な中上 質～上 質の
紙.漢 文仏典 『妙法蓮華経』(T.Vol.9,No.262,10a20-10a27)紙背の二次利用.














て,②ティンクイから100棉布を借 り受けた.何 ヶ月私が借用 していようと
も,10棉布の利息と共に③正 しく私は返済する.返 済せずに私が逃亡すれ




1)1a,乙ivkuy・k蓋=通常 の貸借契 の書式 では,こ の借主名 の前 にmanga「私 に」が






1)2,0nb6za訂構onの 字形 は'W'Nのよ うにみえる.本 処 の 「10棉布 の利 息」
は明 らか に月利額であ る.
D3a,birziln:文書Cの 用例 と同様,語 末 の 一WNは 一T'のよ うに書 かれる.
D3b,tamYa:本処で 「タムガ印(印章)」の語 を用 いなが ら,実 際にはニ シャン
印が押 される点[解 説欄参照]は 注意 される.
1)4,ikuibi軽u=人名IkuiはLkuiとも転写 で き,い ずれ にせ よc■m.一恵 ～一慧
に由来 しよう.後 続す るbiqu～biquは仏教的称号 と推測す る.前 掲C文 書 の下
端左 余白には,称 号tu(都統>tUtUngの略記)を もつ4人 の人物 とともにシ ン
クイ=ビ(§hlkuybi)とい う人名が2箇 所 にみえ[語 註c4・5参照],こ のbiも本
処のbiquの略記 とみ なせ るか らであ る.biquの原語 として は,Chin.比丘(～
菰鶉 くsktbhiksu;c£Pali:bhiklchu)がまず想 起 され る.た だ し,多 くの ウイ グ
ル語仏典 で は漢文原典 の比 丘 ～碁鶉 はtoyt'n「仏僧」と対訳 され[Uiguricall,p.
19;Zieme/百濟1985,P.124;Tattvartall,P.363;百濟1995,PP.3-5;BTXVIH,P.
205;BTxx,p.180】,また比丘がPYKYv=bikivとウイグル字音写 された例 も
確 認 される[庄 垣内2003,p.29;SI4bKrl67r].従って,本 文書 のPYXW=biqu




さて,こ れらの文書C・Dは,と もに4bKrという分類記号を有してお り,帝
政ロシア時代のウルムチ総領事K:POTKOBによりトゥルファン地域で収集 された
資料である.漢文仏典の同定箇所や紙寸 ・紙色 ・紙質からみて,元来は同一の
漢文仏典写本に属 し,文書Dは 文書Cに 直接後続する部分 を二次利用 ・裁断し
たものと断定で きる.また年月日も約1ヶ 月違いで近接 し,チヴクイ都統 ・シ
ンクイ ・マンクイ都統 ・ティンクイら登場人物の人名も共通することから,両
(21)ソ グ ド語 に よ り仲 介 され た可 能 性 は な い と考 え ら れ る.CfGhahb,p.335,Sogd,
pyk§'k(w)<Skt.bhikSu.
(22)末字 を 一Yと み てbiqi,また 一す一を 一}の誤 記 とみ てbi甑酎b嶽 と転 写 す る こ と も不
可 能 で はな い 。
(55)
文書が 同一 の関係者 に よ り作 成 された ことに疑問 はない.
ここで,SUKLo11と文書C・Dと を比 較検:討す ると,い ず れ も漢 文仏典 を
二次利 用 し,ま た人名チ ヴクイが登場す る以外 に も,様 々な共通点 ・類 似点の
あ るこ とに気 づ く.特 に,契 約 末尾 のbitidhn「私 が書 いた」の字 形は,同 一の
筆跡 とい って よい ほどに酷似 す る.棉 布 の貸借額 も100棉布 で共通 し,ま た
tutsaman(Loll3)・・tu・t>saman(C2)～tudsaman(D2)「私が借用 しよう とも」,
bolsam5n(Loll4;C3;D3)「私が(逃 亡 す れ ば」な ど,動 詞仮 定形 一saに一人称代
名詞manが 直 に連綴 され る点 も,SUK所 収 の他の契約文書 にみ られない特徴
で あ る.さ らにLol1で は,数 詞 「100,百」が 通常 のYwz=yりzで は な く
2YwYz=ynzと綴 られ るが[suK2,p.94],文書Cに も同様 の2yuzとい う表記
がみ え,aytUtUp「月 ごとに」とい う珍 しい表現 も共通す る[語 註C2b参 照].
これ らの諸点 を勘 案すれば,SUKLol1も文書C・Dと 同一 の歴 史的背景 を
有す るこ とは確実で ある.そ こでこの3件 を,共 通 して登場す る人名チ ヴクイ
にちなんで「チヴ クイ文書 」と命名 したい,こ のチヴクイ文書3件 は草書体 ～半
く　の
草書体 で書 かれ,ま た文書Dに はニシャン印 もみ えるの で,モ ンゴル時代 に比
定す るこ とが許 される.
ところで,表2に み るように,既 知の ウイグル文棉布消費貸借 契の多 くは,
穀物 貸借 と同様 に収穫期(「秋 の初 め」)に返済期 日を設定 して お り[護1961a,p.
234;山田1965,pp.117-118],金銭(銀)と 同様 に毎月の填補利息 を設定す る も
のはSUKLo11およびTHIT296←Raschmann1995,Nr.77)の2件のみで,か つ
く　の
その月利 も不明瞭であった.こ の点で,チ ヴクイ文書C・Dが 貸借物件100棉
(23)森安 【1998a,p.5】が文書C(SI4bKrga)を半楷書体 ・棉花借用契としたのは単純な
誤解であろう.その後,森安[2004,pp.12-13】は文書Cを 半草書体,ま たLollを草書








SUKLoO6 フ ェル ト 6棉布(延 滞月利1棉 布)
SUKI乃12=USp34 3棉布 6棉布(秋 の初め=3ヶ 月後)



















SI4bKrga富文 書C 100棉布 月利10棉布
SI4bKr71冨文 書D 100棉布 月利10棉布
布 に対 して10%に 相当する月利 を明瞭 に設定するこ とは重要な意義を持つ.ま
た,こ の2件 と同一の歴史的環境 で作 成されたLollで「月 ごとにその利 息」と
の み記 されてい る月利 も,お そ らくは10%と 推測 して よか ろ う.
この月額10%と い う填補利 息は歴史学的 には問題 をは らむ.モ ンゴル時代の
ウイグル文金銭(銀)消 費貸借 契におけ る毎月の填補利息 は2.5～3.3%,さら
に時代的 に先行す る西 ウイグル時代す なわち唐代 ・宋代 に相当す る時期 の官布
消費貸借契で は月利4～6%に 設定 されてお り,い ずれ も各時代の中華地域で
施行 された利 息制限法に合 致する[護1961a,pp.235-238;森安1998a,pp,9-10;仁
井田1980,pp.575,578-579;仁井 田1 37,pp,275-276].これに対 し,チ ヴクイ文
(57)
書C・Dに みえる月利10%は,既 知 の ウイ グル文金銭(官 布 を含 む)貸借 契 に
比 して相当 な高利 となる.
また表2に よれば,チ ヴクイ文書3件 以外 の文書 で貸借 ・返済 される棉布 の
額 は,粗 棉布(tasb6z)・衣服用棉布(ton-luqb6z)などの品質名称や 匹(ikibaγ)
な どの規格 に よる差 を措 くと,1.5～6棉布 と少額の ものが多い[cf護1961a,pp,
232-233].高級絹織物 である椴子(tavar)の代価 として50粗棉布 を返済するSUK
Lo16や,100厚手棉布(yoγunb6z)を借用す るTIHT296(ニRasc㎞a皿1995,Nr.
77)の2件は,例 外的 に高額の棉布 を貸借 している といえる.
さらに,漢 文 仏典の余白に記 された文書Cは 明 らかに習書 ・草稿 であ り,文
書Dも 通常文末 に押 され るニ シャン印がみ えず書記名 も記 されないな ど,実 効
証文 と しては不 十分 な点が散 見す る.タ ム ガ印 ・ニ シ ャン印 のみ えない 点は
Lol1も同様 であ る.こ れ らの点か ら,チ ヴクイ文書3件 はいず れ も実効 証文
で はな く,従 って文書C・Dに み える月額10%の 填補利 息や100棉布 とい う
貸借額 も現 実的な もので はなか った とい う疑 いを生 じさせ る.
しか し筆 者は,チ ヴクイ文 書3件 は,た とえ実効 文書 でなかった として も,
その契約内容 は当時 のウイグル社会 にお ける貸借取引慣 行の実態 を示 す もの と
考 える.
まず,ウ イグル契 に先 行す る トゥル ファン出土の唐代 漢文消 費貸借 契に も,
上述の よ うな月額4～6%と い う公定利 率 を超 えて,チ ヴク イ文書C・Dと 同
く　らラ
じく月額10%以上の填補利息を設定するものが多数確認される.池田[1973,pp.
(25)月 利10%の 例:唐 顕 慶 五 年(660)張利 富 挙 銭 契(=TTDIII,No.68),唐麟 徳 二 年
(665)卜老 師 挙 銭 契(=TTDHI,No,72),唐乾 封 三 年(668)張善 悪 挙 銭 契(=TTDIII,No.
77),唐総 章 三 年(670)張善憲 挙 銭 契(=TTDIII,No,78),唐総 章 三年(670)高昌 白懐 洛
挙 銭 契(=TTDIII,No.79),唐成 亨 五 年(674)高昌 県 王 文 歓 訴 酒 泉 城 人 張 尾 仁 貸銭 不 還
辞(=TTDIII,No.81).以上 はい ず れ も銭(銀 銭 ・銅 銭)貸 借 契 で あ る.ま た,唐 龍 朔
元 年(661)龍恵 奴 挙 練 契(=TTDIII,No.69)では練30疋 に つ き月 利 練4疋(約13.3
%),唐 乾 封 元 年(666)高昌鄭 海 石 挙 銭 契(=TTDIII,No.76)では銀 銭10文 に つ き月利
L5文(15%),唐儀 鳳二 年(677)卜老 師 挙 銭 契(=TTDIII,No.83)では 銀銭8文 に つ き
月 利1文(12.5%〉 の 例 が あ る.さ らに,コ ー タ ン 出土 の唐 建 中 三 年(782)馬令荘 挙




ルファン地域における交易 ・商業活動の盛行 に由来するものと推定した.こ の
推定は,唐 の西域軍事支配に伴い,河 西～ トゥルファン地域に内地か らの布
串 ・銅銭が大量に流入 ・浸透し,当地の商業活動が活性化 したという歴史状況
[荒川1992;荒川2003]とも照応する.この点をふまえれば,西 ウイグル時代の
官布消費貸借契で填補利息が6%に 下落するのは,当時の トゥルファン地域の
景況が唐の西域支配時代の軍需景気 に比 して落ち着きを取 り戻 したことによる




布が公定通貨 とされていたのに対 し,モ ンゴル時代には銀 ・交紗が新たな公定







次に,チ ヴクイ文書3件 の100棉布 という貸借額を検討するため,既 知のウ
イグル文売買契から棉布 を交換手段 として用いるものを表3に 抽出した.貸借
契 と同様,棉 布 の品質や規格はさまざまに呼称 されるとはいえ,SUKSalO,
Sal6,Sa25の3件がそれぞれ田地 ・ブ ドウ園 ・女奴隷をチヴクイ文書3件 と同
額の100棉布で売買 してお り,Mi20も棉布100端(ikiyari'mbaγ一hq)でブドウ園
(26)ただし池田は,唐代 トゥルファン住民階層の上下分解に伴い,富裕層=貸 主が,月





SUKSaO6 田地 棉 布23匹(汰ilik)








SUKSa28 女奴隷 150厚手 棉 布(qahnb6z)
SUKSa29 女奴隷 棉 布50匹(ikibaγ一hq)
SUKMi20 ブ ドウ園売買のμ 棉 布100端(ikiya直mbaγ一1幻ゾ
*1本 稿 第1節 参 照.*2本 文書 の性 格 に つ い て は,小 田1990,pp。12-13,17.
*3棉 布 の 規格 に 関 す る端 ωdy磁mba樺q)・匹(ikibaγ(一hq)～ikilUOの関係 につ いて は,
松 井1997,pp.104-105.
を売買 していることが注 目される.さ らにSaO7では通行棉布170匹で田地を,





さらに,チ ヴクイ文書3件 の登場人物の多 くは,仏教的漢語名や都統(Chin.
>Uig.tutung)という仏教的称号を有 してお り,おそらく特定の仏教教団に属 し
(60)
てい たと考 えられ る.既 知の ウイグル契 に も,仏 僧が田地売買 ・奴隷売 買 ・売
養子 ・人身典質 に際 して高額の銀 ・交紗 を支払 う例 が頻見す る(SUKSal2,Sa21,
Sa24;AdOl,AdO2;PlO1,PlO2).また13世 紀 中葉 トヨク(Toyoq)石窟の ウイグル
仏教教団が書 き残 した 「シヴシ ドゥ ・ヤクシ ドゥ関係文書」群に も,銀 を通貨 的
に使 用す る貸借契(お よびその習書)が 含 まれていた(4bKr236,4bKr71=松
井2004b,Nos.2,4;4bKr38a,4bKr33+3Kr345,4bKr11=松井2004b,pp.59-
60).100棉布 とい う比較的高額 の取 引に言 及するチヴクイ文書3件 も,上 掲 の
ウイグル契 とあわせ,モ ンゴル時代の ウイグル仏教教団の旺盛な経済活動の一
端 を反映す る ものであろ う.
おわ りに
以上,本稿では,SUK所収文書のテキス ト再校訂に関わる若干の問題をとり





存在する.こ れらの解読校訂 ・歴史学的検討は別の機会に提示 したい.
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